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紘.?ぎの通 りである｡ 球状高分子全体でNターンのへ タックス部分があると
し､分子に固定した座標から見て極角 (G ,p)の方向にn(8,g･)夕- ンの-タ




















2) Nob71hirod石,∫.Chem, Phys., _iADTeSS..
タンパク質,核酸 ,リポゾ ムーの円二色性について
今 掘 和 友 (東大教養)
旋光分散が溶液中のタンパク質の二次構造を研究する有力な手段であること
はいうまでもなく､古 くから長波長側の分散曲線のMoffittの式にr.量る轡軒





タンパク質 ,核酸 ,お よびそれらのComplexの円二色性を測定したO円二色
性は旋光分散と同一原理によるものであるが.その観測される波長億域が吸収
＼
-A8-
